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１ 小学校学習指導要領算数編による本単元の内容 

 

 

 

２ 単元について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ(2)ア(ｱ)起こりえる場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を知ること。  
   イ(ｱ)事象の特徴に注目し、順序よく整理する観点を決めて、落ちや重なりなく調べる方法を考察す

ること。 

算数科 第６学年 尾道市立西藤小学校 指導者 青木 啓介 

 

 

単元名     並べ方と組み合わせ方 

本質的な問い  効率的に課題を解決するために大切なことは何だろう？ 

単元を貫く問い 落ちや重なりがないように調べるにはどうすれば良いのだろうか。 

 

令和７年１月31日（金） 第５校時 13：45～14：30（１／６時） 

第６学年１組（男子18名 女子11名 計29名） 

 

並べ方と組み合わせ方 

【児童観】 

項目（正答人数） 傾向 

〇多角形に順序よく対角線をひいて、全ての対角線の数
を調べることができる。（26人/28人※１人未実施） 

○六角形の対角線の数を２名数え間違えていた。
対角線をかくことはできており、順序よく数え
ることができていなかった。 

〇順列について、落ちや重なりなく調べることができ
る。※未習内容（24人/28人※１人未実施） 

○正答していても、順序よく書き出すことができ
ていない場合があった。 

○組み合わせについて、落ちや重なりなく調べることが
できる。※未習内容（20人/28人※１人未実施） 

○同じ組み合わせを重複して数えており、重なり
に対する理解は不十分である。 

 結果から、本学級の児童は、多くの児童が、順序よく対角線をかき、落ちや重なり無く対角線の数を数
えることができていた。誤答の児童は対角線を数え間違えており、順序よく数えることに課題があること
が分かった。 
順列については、24/28人(86%)の児童が正答していた。しかし、正答の中でも、思いついたものを書き

出しており、順序よく調べられていない児童が10人いた。並べる数が少なければ、何通りあるかを数える
ことはできるが、数が多くなると混乱してしまう児童が多いと予想される。 
組み合わせについては、20/27人(71%)の児童が正答していた。誤答の中には、同じ組み合わせを重複し

て数えている児童が６人いた。同じ組み合わせは重複して数えてはいけないことへの理解は不十分である
ことが分かった。そのため、問題提示した際には、並べ方と組み合わせについて混同して考えてしまう児
童がいることが予想される。 

【単元観】 

第５学年までに、二次元表や図などを用いて分類整理して表したり読み取ったりすることを学習してき

ている。第６学年では、事象の特徴に着目し、起こりえる全ての場合を適切な観点から分類整理して、順

序よく列挙できるようにすることをねらいとしている。 

本単元では、順列や組み合わせについて、事象の特徴に注目し、図や表を適切に用いたり、名称を記号

化して端的に表したりして、順序よく筋道立てて考えていく力を育成する。また、起こりえる場合を思い

つくままに列挙するのでは落ちや重なりが生じるおそれがあることに気づき、図や表などを用いて工夫し

ながら調べるとともに、その過程を振り返り、よさに気づき今後の学習や生活に生かそうとする態度も育

てていく。 

 この単元での学習内容は、中学校で学習する確率の学習につながっていくものである。確率を求めるた

めには、同様に起こりえる全ての場合を正しく求める必要がある，本単元の順序よく整理して正しく数え

上げる学習や、樹形図などに表す学習が、中学校で学習する確率の素地となる。 

育成したい資質・能力 

自立・協働・創造 
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３ 内容の関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京書籍『新しい算数 教師用指導書 研究編』令和６年度版 を参考に作成 

 

４ 単元の目標 

（１）順列や組み合わせについて、落ちや重なりがないように調べるには、ある観点に着目したり、図

や表などにかき表したりするとよいことを理解し、起こりえる場合を順序よく整理して調べるこ

とができる。 

（２）事象の特徴に着目し、順列や組み合わせについて、落ちや重なりのないように図や表を適切に用

いたり、名称を記号化して端的に表したりして、順序よく筋道立てて考えることができる。 

（３）数学的表現を用いて落ちや重なりがないように調べた過程を振り返り、多面的に粘り強く考えた

り、今後の生活や学習に活用しようとしたりすることができる。 

 

 

 

 

棒グラフと表 

・データの分析 

・棒グラフ 

・簡単な二次元表 

（データの特徴に着
目し、目的に合った
グラフを選択して
考察・判断する。） 

折れ線グラフと表 

３年 ４年 

中学１年 

【指導観】 

 本単元では、本質的な問いを「効率的に課題を解決するために大切なことは何だろう？」と設定する。

単元を貫く問いを「落ちや重なりがないように調べるにはどうしたら良いのだろうか。」とし、単元導入

時に、児童と単元のゴールを共有する活動を行う。設定したゴール課題に向け、「前の学習と同じところ

や違うところはどこだろう。」「前の学習と共通して使えることはないだろうか。」「工夫しているのはどこ

だろう」などの個別の問いを、単元の学習の中で繰り返していく。 
「困り感」を抱かせ、自立的に問題解決する授業づくりについて 
 単元の学習を通して、起こりえる全ての場合を考察させたり、調べさせたりするときに、形式的に「順
列・組み合わせ」の一般式などを指導することは避けたい。あえてヒント等を出さないことにより、「こ
れで全てか」「出し尽くしたか」という不安も感じさせ、筋道立てて順序よく調べる力を育成したい。ま
た、本単元の学習は、表や図、デジタルコンテンツなど、様々な方法で自力解決することができるが、教
師が解き方を伝えるのではなく、児童が表現する様々な方法を取り上げ、そのアイディアの良さを話し合
わせながらそれぞれの良さを感じさせていきたい。 
個別最適な学びに向けた、デジタルコンテンツ等の活用について 
 児童への問題提示の際に、視覚的にも理解しやすいデジタルコンテンツのオープニングムービー等を使
う。自力解決の場面では、解決への手段の１つの選択肢としてデジタルコンテンツを提示する。また、問
題量が確保できることや、正誤判定がすぐにできるといったよさを生かし、練習問題を解く活動の際に活
用させる。児童がデジタルコンテンツを扱う際には、児童の習熟度合いに応じて、プリントを使う、あえ
て使わせないなど、教師が児童に適切な指示を行うことを意識する。 

６年 

統計的確率 

 

中学２年 

・データの分析整理 

・折れ線グラフ 

・二次元表 

（データの特徴に着
目し、目的に合った
グラフを選択して
考察・判断する。） 

数学的確率 

並べ方と組み合わせ 

・場合の数の調べ方 

・順列 

・組み合わせ 

（事象の特徴に着目し、順序よく
整理する観点を決めて、落ちや
重なりがないように調べる方
法を考える。） 
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５ 単元の評価規準 

 

６ 単元の指導と評価の計画（全６時間） 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

順列や組み合わせについて、

ある観点に着目したり、図や表

などにかき表したりするとよい

ことを理解し、起こりえる場合

を順序よく整理して調べてい

る。 

事象の特徴に着目し、順列や

組み合わせについて、落ちや重

なりのないように図や表を適切

に用いたり、名称を記号化して

端的に表したりして、順序よく

筋道立てて考えている。 

順列や組み合わせについて、

調べた過程を振り返り、粘り強

く考えたり、数学の良さに気づ

き学習したことを今後の生活や

学習に活用しようとしたりして

いる。 

学習内容 予想される児童の反応 

評価規準（評価方法） 

・指導に生かす評価、〇記録に残す評価 

知識・技能 
思考・判断・

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

並
べ
方
（
２
） 

１ 順列について、

落ちや重なりが

ないように調べ

る方法を考え、図

や表などを用い

て調べる。（本時） 

・何通りの走り方があるのかな。 

・思いついたままに書いたら同じ走り

方を書いてしまった。 

・デジタルコンテンツの図は調べにく

いな。 

・先頭を決めて、順序よく書いていく

と分かりやすいな。 

・走る人の名前を短くして書いたよ。 

 ・思 

（発表、ノー

ト分析） 

・態 

（行動観察、

ノート分

析） 

 

２ 順列について、

落ちや重なりの

ないように調べ

る方法について

理解を深める。 

・樹形図を使うと、書き忘れがなくて

いいな。 

・数が多くなっても、樹形図や表を使

えば解けそうだ。 

・パスワードの問題は、私達の生活に

も関わっているな。 

○知 
（発表、ノー
ト分析） 

 

 ・態 

（行動観察、

ノート分

析） 

 

組
み
合
わ
せ
方
（
２
） 

３ 組み合わせに

ついて、落ちや重

なりのないよう

に調べる方法を

考え、図や表など

を用いて調べる。 

 

・昨日までの問題と、どこが違うだろ

う。 

・Ａ対Ｂと、Ｂ対Ａの対戦は同じ意味

じゃないのかな。 

・表や図を使うと解くことができそう

だ。 

・チームが多くなったらどうしよう。 

 〇思 
（発表、ノー
ト分析） 

 

・態 

（行動観察、

ノート分

析） 

 

４ 組み合わせに

ついて、落ちや重

なりのないよう

に調べる方法を

多面的に考え、図

や表などを用い

て調べる。 

・昨日の問題と似ている部分があるな。 

・アイスの組み合わせを考えるから、

順番は関係ないのかな。 

・４つの中から３つを選ぶということ

は、選ばれない１つを考えるのと同

じゃないのかな。 

・知 
（発表、ノー
ト分析） 

 

〇思 
（発表、ノー
ト分析） 

 

・態 

（行動観察、

ノート分

析） 

 

ま
と
め
（
２
） 

５ 単元の学習を

活用して、問題を

解決する。 

・レストランでの注文の組み合わせは、

生活でもありそうだな。 

・私は樹形図を使ったら1番分かりやす

いと思うな。 

 

〇知 

（評価問題、

ノート分

析） 

〇思 

（評価問題、

ノート分

析） 

〇態 

（ノート分

析） 

６学習内容の定着

を確認するとと

もに、数学的な見

方・考え方を振り

返り価値づける。 

・落ちや重なりがないように調べるに

は、思いついたままを書くのではな

く、先頭を決めたり、順序よく書き

出したりして調べることが大事と思

った。 

〇知 

（評価問題、

ノート分

析） 

〇思 

（評価問題、

ノ ー ト 分

析） 

〇態 

（ノート分

析） 
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７ 本時の学習（本時１／６時） 

（１）本時の目標 
   順列について、落ちや重なりがないように、記号化したり図や表を用いたりして、順序よく筋道立て

て考えるとともに、その良さに気づき、今後の学習に生かそうとしている。 

（２）本時の学習展開  

学習活動 
（・予想される児童の反応） 

指導上の留意事項（◇） 
（◆「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手立て 

○自立・個別最適な学びに向けての手立て） 

評価規準 

（評価方法）  

１ 問題提示する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２ 自力解決する 

・適当に書いたら分からなくなった。 

・デジタルコンテンツでもできそうだ

けど、時間がかかりそうだ。 

・先頭や２番目を固定して書き出すと

分かりやすいかもしれない。 

 

 

３ 練り合う 

 ・表では、先頭を固定して調べていて、

分かりやすいと思います。 

 ・樹形図は簡単で分かりやすいな。 

 ・デジタルコンテンツは意外と調べに

くかったなあ。 

 ・順序よく整理して調べれば、計算で

も求められるのでは･･･。 

 

４ まとめる 

 ・順序よく並べて調べると分かりやす

いな。 

・次に調べるときには、名前を全て書

くのではなく、省略したり記号で書

いたりしよう。 

 

 

 

 

５ 練習問題を解く 

 

 

 

 

 

 

◇デジタルコンテンツ（オープニングム

ービー）を用いて問題提示する。 

○児童の反応に応じて、動画を途中で止

めたり、問いかけをしたりしながら問

題を理解できるようにする。 

（49秒で必ず一旦動画を止める。） 

 

 

 

 

◇デジタルコンテンツを使用しても良い

事を伝える。デジタルコンテンツでは

スペースが十分でなく調べにくいこと

を感じさせ、紙に図でかき表す良さに

気付かせる。 

◆悩んでいる児童を前に集め、もう一度

オープニングムービーを視聴しなが

ら、落ちや重なりがないように調べる

ことについてのヒントを与える。 

 

◇デジタルコンテンツと図や表でまとめ

たものを比較することで、記号化して

調べると分かりやすいことに気付かせ

る。 

 

◇比較することで、それぞれの良さや工

夫点に気付くことができるようにす

る。 

 

 

◇それぞれの良さを比較することで、調

べる観点を固定する方法や順序よく図

や表で調べる方法に着目させる。 

 

 

 

 

 

○児童の問題選択の様子を観察し、必要

に応じて問題選択についてのアドバイ

スを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表】 

順列につい

て、落ちや重な

りがないよう

に、記号化した

り図や表を用い

たりして、順序

よく筋道立てて

考えることがで

きる。 

（発表・ノー

ト・練習問題） 

 

【主学態】 

順列ついて、

調べた過程を振

り返り、粘り強

く考えたり、数

学の良さに気づ

き学習したこと

を今後の生活や

学習に活用しよ

うとしたりして

いる。 

（発表・ノー

ト・練習問題） 

 

あおいさん、いくとさん、うみひこ

さん、えりさんの４人でリレーのチ

ームを作り、１人１回ずつ走ります。

走る順番には、どんなものがあるか

調べましょう。 

（全部で何通りありますか。） 

めあて  

 何通りあるか、どうすれば調べられるだろうか。 

まとめ  

並べ方を調べるときには、図や表に表して順序よく調べるとよい。 

A 今日の問題に似た問題 

B 樹形図や表を使って考える問題 

C 選んで並べる問題（未習） 
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   並べ方と組み合わせ方 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 今日の問題に似た問題 

B 数が増えた場合の並び方を考える問題 

C 今日の学びを生かすと解ける問題（未習） 

何通りあるか、どうすれば

調べられるだろうか。 

○ま  並べ方を調べると

きには、図や表に表

して順序よく調べ

るとよい。 

 

1/31 

○め  

 

○も  

順序良く
調べる。 

デジタルコンテンツ少

し調べにくい･･･ 

樹形図で
調べる。 

記号化し
て考える。 

あおいさんが先頭だと６通り
あるから計算で求めると… 

先頭を固定
して考える。 
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